
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
と
し
て
、

対
前
年
度
比
49
億
円
増
の
１
５
１
０
億

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
増
要
因
と
し

て
は
、
「
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
」

の
長
寿
命
化
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

関
係
経
費
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
収

入
が
不
足
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

等
を
合
計
36
億
円
取
り
崩
す
こ
と
で
収

支
均
衡
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
財
政
見
通
し

は
大
変
厳
し
い
状
態
が
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
健
全
で
効

果
的
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
精

査
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
年
１
月
に
就
任
し
た
松
下

教
育
長
は
、
今
議
会
が
初
登
板
で
し
た
。

市
民
ク
ラ
ブ
を
含
む
複
数
の
議
員
が
新

教
育
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
が
、

安
全
運
転
の
答
弁
で
し
た
。
今
後
、
教

育
者
と
し
て
、
現
場
経
験
を
生
か
し
た

施
策
や
答
弁
を
期
待
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
新
年
度
予
算
に
対
し
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

集
約
し
、
市
長
並
び
に
執
行
部
に
提
出

し
て
い
る
要
望
、
提
言
の
う
ち
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
②
直

面
す
る
市
政
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

予
算
確
保
、
③
歳
入
の
確
保
と
適
切
な

行
財
政
運
営
、
④
中
長
期
的
課
題
へ
の

意
欲
的
な
取
り
組
み
等
を
主
に
し
っ
か

り
と
反
映
さ
れ
て
お
り
、
一
定
評
価
で

き
る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
の
所
得
制
限

で
対
象
外
と
な
っ
た
約
３
６
０
０
人
へ

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
政
策
判

断
を
行
っ
た
自
治
体
も
あ
り
、
当
会
派

よ
り
疑
問
を
呈
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
市
独
自
の
政
策
に
至
ら
ず
非
常
に
残

念
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
代
表
質
問
に

は
吉
永
議
員
が
登
壇
い
た
し
ま
し
た
。

国
保
料
軽
減
へ
県
基
金
活
用
を
求
め
る

意
見
書
、
全
会
一
致
の
可
決
を
歓
迎
！

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
、
広
場
を
望
む

市
民
の
声
に
背
く
オ
ー
テ
ピ
ア
西
敷
地

利
活
用
関
連
予
算
を
削
除
す
る
修
正
案

を
提
出
。
修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

コ
ロ
ナ
禍
で
も
万
全
な
市
政
運
営
を
！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
度
目
の
予
算
編
成
と

な
っ
た
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
、
ど
の
政
策
も
「
市
民
に
と
っ
て

ど
う
な
の
か
」
と
の
視
点
か
ら
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
求
め
る
質
問
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
公
共
交

通
の
在
り
方
や
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
」

の
運
用
に
つ
い
て
は
施
策
の
目
的
に
合

っ
た
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
産

後
ケ
ア
や
市
税
の
１
％
の
還
元
に
つ
い

て
は
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組
み
と

制
度
設
計
の
整
合
性
を
求
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
予
算
が
適
切
に

執
行
さ
れ
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
よ

う
見
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

公
　
明
　
党

市
税
１
％
還
元
事
業
は
公
約
違
反

　

岡
﨑
市
政
の
５
期
目
の
選
挙
公
約
は
、

市
税
の
１
％
分
を
充
て
る
と
し
た
「
高

知
市
型
共
生
社
会
の
創
造
」
で
あ
っ
た
。

延
び
延
び
と
な
っ
て
い
た
こ
の
事
業
提

案
が
初
め
て
あ
っ
た
が
、
中
身
は
民
生

委
員
の
報
酬
増
な
ど
の
既
存
施
策
の
上

積
み
な
ど
で
、
新
味
も
な
く
、
町
内
会

へ
の
テ
コ
入
れ
を
期
待
し
て
い
た
自
治

会
な
ど
か
ら
は
不
満
の
声
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。 新

こ
う
ち
未
来

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難

　

海
治
甲
太
郎
議
員
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
領
土
へ
の
侵
略
で
、
多
く
の
民

間
人
が
犠
牲
に
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
が
破

壊
さ
れ
て
い
る
惨
状
を
憂
い
、
こ
の
行

為
を
非
難
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
平
和
的
解
決
を
強
く
望
む
も
の
で
す
。

清
和
ク
ラ
ブ

身
近
な
課
題
を
市
政
に
反
映

　

髙
橋
裕
忠
議
員
が
本
会
議
で
登
壇
し
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
の

立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
市
民
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
声
に
耳
を

傾
け
、
市
政
に
着
実
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

山
　
嶽
　
会

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
決
定
と
な
る
令

和
５
年
３
月
議
会
ま
で
、
引
き
続
き
、

広
場
実
現
を
目
指
し
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

　

国
保
会
計
は
子
育
て
世
帯
の
保
険
料

軽
減
が
前
進
す
る
た
め
賛
成
し
ま
し
た
。

県
へ
の
意
見
書
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
こ
と
も
生
か
し
、
今
後
も
保
険
料

負
担
の
軽
減
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

放
射
線
副
読
本
お
よ
び
処
理
水
チ
ラ

シ
の
撤
回
と
学
校
で
の
チ
ラ
シ
配
布
中

止
を
求
め
る
請
願
に
賛
成
討
論
。
別
途
、

市
長
と
教
育
長
に
も
チ
ラ
シ
配
布
中
止

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
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会派の意見
３月定例会を振り返って

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

日
本
共
産
党


